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□ 日 

□ 場 

□ 内 

□ 持 

□ 定 

□ 申 

□ 問 

□ 費 

□ 対 

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。 

 

草
加
市 

動
物
た
ち
が
贈
る
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の

絵
本
」 

□日
１
月
２４
日
�
　
午
後
２
時
開
演 

□場
草
加
市
文
化
会
館 

□内
か
わ
い
い
森
の
動
物
た
ち
が
、
本
格
的

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
・
童
謡

な
ど
の
素
敵
な
音
楽
を
奏
で
ま
す
。 

出
演
／
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
・
弦
（
つ

る
）
う
さ
ぎ
・
こ
と
ふ
え
パ
ピ
ヨ
ン 

曲
目
／
ウ
ィ
リ
ア
ム
テ
ル
序
曲
、
ア
イ
ネ
・

ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、
と
な
り

の
ト
ト
ロ
ほ
か 

□費
一
般
１
５
０
０
円
　
３
歳
〜
中
学
生
１

０
０
０
円
　
親
子
２
０
０
０
円 

□問
草
加
市
文
化
協
会
　
�
９３１
・
９
３
２
５ 

 

越
谷
市 

越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業 

花
フ
ェ
ス
タ 

□日
１
月
１７
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

□場
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
１
階
コ
ン
コ

ー
ス 

□内
市
内
で
生
産
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
の
切
り
花
と
シ
ク
ラ
メ

ン
・
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
鉢
物
を
直
売
（
品

物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
） 

□問
越
谷
市
農
政
課
　
�
９６３
・
９
１
９
３ 

 

三
郷
市 

三
郷
市
文
化
協
会
祭 

□日
２
月
２８
日
�
、
３
月
１
日
�
　
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時 

□場
三
郷
市
文
化
会
館
ほ
か 

□内
〈
両
日
〉
絵
画
、
華
道
、
囲
碁
将
棋
、

〈
３
月
１
日
の
み
〉
民
謡
民
舞
、
カ
ラ
オ

ケ
、
吟
詠 

□問
三
郷
市
市
民
活
動
支
援
課
　
�
９３０
・
７

７
１
４  

吉
川
市 

児
童
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
を
無
料

開
放 

　
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
は
２０
周
年

記
念
特
別
事
業
と
し
て
、
３
月
３１
日
ま
で

市
外
の
方
の
観
覧
も
無
料
と
し
ま
す
。 

□日
①
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
後
３

時
〜
３
時
４０
分
　
②
平
日
：
１０
人
以
上
の

団
体
の
場
合
利
用
で
き
ま
す
。〔
事
前
申

込
が
必
要
〕 

□場
吉
川
市
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド（
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
吉
川
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約
１．２
㎞
。

ま
た
は
吉
川
駅
南
口
発
北
部
三
郷
団
地
行

き
、
ピ
ア
ラ
シ
テ
ィ
・
三
郷
中
央
駅
行
き
、

メ
ー
ト
ー
観
光
バ
ス
で
「
児
童
館
入
口
」

下
車
） 

□費
無
料 

※
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
、
観
覧
で
き
ま

せ
ん
。
就
学
前
の
幼
児
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
観
覧
者
が
５
人
未
満
の

場
合
は
、
投
影
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

□問
吉
川
市
児
童
館
　
�
９８１
・
６
８
１
１ 

 

松
伏
町 

田
園
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
９ 

□日
１
月
２５
日
�
　
午
後
１
時
開
演
（
０
時

３０
分
開
場
） 

□場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

□内
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
が
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
音
楽
を
奏
で
ま
す
。
声
楽
、

ゴ
ス
ペ
ル
、
ピ
ア
ノ
連
弾
、
ウ
ク
レ
レ
、

オ
カ
リ
ナ
、
和
太
鼓
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ジ

ャ
ズ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
豊
富
。 

□費
無
料
【
全
席
自
由
】
※
入
場
整
理
券
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

□問
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
　
�
９９２
・
１

０
０
１ 

■
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３ 

木
曽
根
　
　
　
谷
　
多
門 

父
は
右
　
母
は
左
を
向
い
て
笑
む 

　
　
　
新
年
迎
え
る
額
の
目
線
は 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子 

言
う
ま
い
と
堪
え
て
き
し
我
つ
と
い
で
ぬ 

　
　
　
鋭
き
言
葉
は
我
を
こ
そ
刺
す 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武 

十
年
日
誌
二
人
で
築
き
し
道
な
れ
ど 

　
　
　
こ
ん
な
も
ん
か
と
独
り
頷
く 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏 

木
枯
ら
し
に
吹
き
敷
き
ら
れ
し
落
葉
踏
み 

　
　
　
冬
の
足
音
肌
身
に
感
ず 

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和 

実
る
秋
八
潮
に
芽
生
え
し
健
寿
式 

　
　
　
百
歳
翁
の
語
る
幸
せ 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助 

黄
昏
の
夕
日
に
映
え
し
茜
雲 

　
　
　
ね
ぐ
ら
へ
急
ぐ
雁
の
一
群 

  

伊
草
団
地
　
高
橋
　
桂
輔 

冬
晴
れ
に
威
風
堂
々
富
士
の
山 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉 

野
仏
の
ほ
う
に
初
雪
う
す
化
粧 

八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一 

人
一
人
会
わ
ぬ
歩
道
に
寒
の
雨 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義 

信
濃
川
二
重
に
か
か
る
秋
の
虹 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明 

里
芋
の
数
ほ
ど
子
連
れ
母
強
し 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿 

賀
状
書
く
一
枚
の
縁
四
十
年 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝 

雑
念
を
払
い
き
れ
ず
に
歳
く
る
る 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝 

年
の
瀬
や
地
蔵
の
袈
裟
の
新
し
き 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道 

真
ん
中
を
半
畳
空
け
て
掘
炬
燵 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香 

大
皿
の
花
び
ら
の
ご
と
ふ
ぐ
刺
身 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子 

日
溜
り
に
猫
の
毛
繕
い
吊
し
柿 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子 

灰
皿
は
片
付
け
ら
れ
て
置
炬
燵 

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子 

時
雨
の
夜
旧
友
の
訃
報
を
知
ら
せ
来
る 

鶴
ケ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子 

な
ず
な
粥
と
が
っ
た
心
い
や
さ
れ
て 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子 

冬
バ
ラ
や
二
階
の
窓
を
た
た
き
お
り 

伊
　
草
　
　
初
川
　
れ
い 

七
五
三
可
愛
い
姿
大
鳥
居 

　
垳
　
　
増
田
　
五
郎 

は
ぜ
紅
葉
や
が
て
は
寺
へ
つ
づ
く
道 

南
川
崎
　
　
大
川
み
つ
江 

木
枯
ら
し
や
ど
こ
へ
行
っ
た
か
黒
子
猫 

古
新
田
　
　
窪
田
喜
美
枝 

木
枯
ら
し
や
猫
背
と
な
り
し
我
が
姿 

　
垳
　
　
沼
野
　
あ
い 

木
枯
ら
し
に
髪
を
な
び
か
せ
向
か
い
風 

大
　
瀬
　
　
吉
川
　
照
子 

幼
子
の
手
を
引
き
お
参
り
七
五
三 

中
央
一
　
　
大
久
保
き
よ
子 

名
月
や
過
ぎ
し
月
日
の
想
わ
る
る 

大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子 

差
し
向
か
い
晩
酌
旨
し
炬
燵
か
な 

八
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集 

□日
２
月
１５
日
�
　
午
前
９
時
〜
　
□場
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
□対
市
内
在
住
の
小
・

中
学
生
　
□内
小
学
４
年
生
以
下
の
部
・
５

年
生
以
上
の
部
、
中
学
生
男
子
の
部
・
女

子
の
部
※
す
べ
て
シ
ン
グ
ル
ス
　
□費
５
０

０
円
　
□申
１
月
２０
日
ま
で
に
石
川
（
�
９９６

・
２
８
７
６
）
へ 

 

健
康
講
座
「
２１
年
春
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
数

予
測
　
ス
ギ
花
粉
の
治
療
と
対
策
」 

□日
１
月
２８
日
�
　
午
後
７
時
〜
　
□場
八
潮

中
央
総
合
病
院
管
理
棟
食
堂
　
□内
講
師
＝

片
桐
さ
ん
（
八
潮
中
央
総
合
病
院
耳
鼻
科

部
長
）
　
□費
無
料
　
□問
八
潮
中
央
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
高
木
�
９９８
・
９
２
３
３ 

 

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会 

□日
１
月
２５
日
�
　
午
後
２
時
開
演
　
□場
八

潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
□内
エ
ル
・
カ
ミ
ー
ノ
・

レ
ア
ル
、
黒
い
オ
ル
フ
ェ
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
Ｖ
　
ほ
か
　
□費
無

料
　
□問
小
平
�
９９５
・
５
３
６
０ 

 

１００
回
記
念
朗
読
会
へ
の
お
誘
い 

　
市
立
図
書
館
に
お
け
る
朗
読
会
が
１００
回

を
越
え
、
そ
の
記
念
と
し
て
の
朗
読
会
で

す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

□日
１
月
２５
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時
　
□場

や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
　
□内

ダ
チ
ョ
ウ
君
が
ほ
し
か
っ
た
も
の
（
浜
な

つ
子
著
）、
鴨
の
く
る
沼
（
杉
本
苑
子
著
）、

神
無
月
（
宮
部
み
ゆ
き
著
）
ほ
か
　
□費
無

料
　
□問
う
し
お
文
庫
・
伊
藤
�
９９５
・
１
１

５
２ 

 

八
潮
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員
募
集 

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
№
１
に
輝
い
た
宮
崎
大

輔
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
、

楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

□日
毎
週
木
・
金
曜
日
　
午
後
６
時
〜
９
時

□場
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
ほ
か
　
□対
小
学
１
年

生
〜
６
年
生
の
男
女
　
□内
ボ
ー
ル
投
げ
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
、
楽
し
く
ゲ
ー
ム
な
ど
　

□持
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
　

□費
月
会
費
２
０
０
０
円
　
□問
田
村
�
９９７
・

８
６
１
７ 

 

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会 

□日
１
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）
　
□場
八
潮
民

主
商
工
会
　
□内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
□費
無
料
　
□問
八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
�
９９５
・
６
９
６
２ 

 

交
通
災
害
共
済
申
し
込
み
の
受
け
付
け 

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
お
見
舞
金

助
け
合
い
制
度
で
す
。 

□日
４
月
１
日
〜
平
成
２２
年
３
月
３１
日 

□対
①
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
方 

②
①
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、
修
学
の

た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方 

□費
大
人
９００
円
、
小
人
（
平
成
２１
年
４
月
１

日
現
在
で
中
学
生
以
下
の
方
）５００
円 

□申
２
月
１
日
か
ら
郵
便
局
、
市
民
課
ま
た

は
駅
前
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
う
え
、市
民
課（
�
○内
２
１
０
）へ 

 

国
保
税
お
よ
び
後
期
保
険
料
の

年
金
天
引
き
に
つ
い
て 

　
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更

の
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
平
成
２１
年
度
分
か
ら
口
座
振
替

希
望
の
方
は
、
１
月
末
ま
で
に
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。 

□問
国
保
年
金
課
�
○内
８
３
３ 

 

さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
（
子
育
て

支
援
ひ
ろ
ば
） 

★
２
月
の
主
な
予
定 

▼
２
月
１９
日
�
　
午
前
１０
時
〜
正
午
＝
身

体
測
定
▼
２
月
２６
日
�
　
午
前
１１
時
〜
正

午
＝
幼
児
向
け
の
お
話
し
会
ほ
か 

□問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
８
０
、
さ
く
ら

ん
ぼ
ひ
ろ
ば
�
９９８
・
７
４
２
１ 

 

出
産
育
児
一
時
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
２１

年
１
月
１
日
以
降
の
被
保
険
者
の
出
産
育

児
一
時
金
額
を
、
３５
万
円
か
ら
３８
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。 

□問
国
保
年
金
課
�
○内
２
１
４ 

 

都
市
マ
ス
原
案
・
南
部
地
区 

地
区
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

□内
①
八
潮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

原
案
の
縦
覧
②
八
潮
南
部
（
西
・
中
央
・

東
）
地
区
の
地
区
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧 

□日
１
月
１６
日
�
〜
３０
日
�
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分 

□場
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
※
①
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.city.yashio.lg.jp/

）

で
も
公
開 

□対
市
内
在
住
の
方
、
ま
た
は
利
害
関
係
の

あ
る
方 

意
見
書
の
提
出
　
①
「
八
潮
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
原
案
に
関
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
、
押
印

の
う
え
１
月
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に
窓
口

ま
た
は
郵
送
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
へ
。
意

見
書
の
様
式
は
自
由
で
す
。 

②
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
で
配
布
す
る
意
見
書

を
１
月
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
郵
送
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
へ
。 

□問
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
�
○内
３
４
６ 

 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
市
で
は
、
八
潮
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
の
後
期
行
動
計
画
策
定
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
１
月
中
に

対
象
の
方
へ
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

□対
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
方
３
０
０
０

人 □問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
８
０ 

 

確
定
申
告
等
を
さ
れ
る
要
介
護

認
定
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ 

●
障
害
者
控
除
認
定
書 

　
要
介
護
認
定
高
齢
者
の
方
が
、
税
申
告

で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、「
障

害
者
控
除
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

高
齢
い
き
が
い
課
⑨
番
窓
口
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

□対
要
介
護
度
が
１
〜
５
の
方 

※
所
得
税
、
市
・
県
民
税
が
非
課
税
の
方

（
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
）、
身
体
障

害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
認

定
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
〜
６
級
を
お
持
ち
の

方
で
、
要
介
護
度
が
４
以
上
の
方（
原
則
）

は
、特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
に

必
要
と
な
り
ま
す
。 

●
お
む
つ
使
用
証
明
書 

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
２

年
目
以
降
の
方
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
一
定
の
方
は
、
市
が
交
付
す
る
確

認
書
等
で
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代

え
て
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

□問
高
齢
い
き
が
い
課
�
○内
４
４
７ 

 

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
審
議
会
の
傍
聴 

□日
１
月
２２
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分 

□場
市
役
所
２
階
第
２
会
議
室 

□内
第
４
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
審
議 

□定
１０
人
（
先
着
順
） 

□問
高
齢
い
き
が
い
課
�
○内
４
４
７ 

 

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

①
工
場
移
転
資
金
利
子
補
給 

　
市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
地
内
に
あ
る

工
場
、
都
市
計
画
道
路
等
の
建
設
に
伴
い

移
転
と
な
る
工
場
を
有
す
る
中
小
企
業
者

が
、
工
場
移
転
の
た
め
に
借
り
受
け
た
資

金
に
係
る
利
子
を
一
部
補
助
し
ま
す
。 

□対
▼
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
▼

昨
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
期

間
で
支
払
い
の
遅
延
日
数
が
１２０
日
未
満 

□内
埼
玉
県
産
業
立
地
資
金
、
埼
玉
県
環
境

み
ら
い
資
金 

利
子
補
給
の
額
　
昨
年
１
月
か
ら
１２
月
ま

で
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
３０
パ
ー
セ
ン
ト

以
内
を
補
助 

②
新
規
創
業
資
金
融
資
利
子
補
給 

　
市
で
は
、
市
内
に
お
い
て
新
た
に
事
業

を
起
こ
す
た
め
に
借
り
受
け
た
資
金
に
係

る
利
子
を
補
助
し
ま
す
。 

□対
▼
市
内
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と
▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る

こ
と
▼
昨
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま

で
の
期
間
で
支
払
い
の
遅
延
日
数
が
１２０
日

未
満 

□内
埼
玉
県
起
業
家
育
成
資
金
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
新
規
開
業
特
別
貸
付
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
女
性
・
中
高
年
起
業
家
貸
付
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
新
規
開
業
者
経
営
改

善
貸
付 

利
子
補
給
の
額
　
借
入
資
金
を
受
け
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
支
払
っ
た
利
子
額
を
補

助
。
た
だ
し
、
利
子
が
１．５
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
場
合
は
、
１．５
パ
ー
セ
ン
ト
の
額 

③
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
利
子
補
給 

　
市
で
は
、
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
を

利
用
し
て
い
る
方
が
昨
年
１
月
か
ら
１２
月

ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
３０
パ
ー
セ
ン

ト
（
た
だ
し
、
平
成
１４
年
４
月
以
前
利
用

の
方
は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
申
請
書
類

等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
商
工
振
興
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
提
出
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い

場
合
は
補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
の 

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

―
①
②
③
共
通
― 

□申
①
②
は
１
月
２３
日
ま
で
に
、
③
は
１
月

２６
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）

で
商
工
振
興
課
（
�
○内
４
７
９
）
へ 

 

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！ 

　
国
で
は
、「
定
額
給
付
金
」
の
検
討
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お

っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報

搾
取
」
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
市
町
村
、
県
、
総
務
省
等
が
現
金
自
動

預
け
払
い
機
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
市
町
村
、

県
、
総
務
省
等
が
「
定
額
給
付
金
」
の
た

め
に
、
手
数
料
等
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
現
時
点
で
、
市
町
村
、

県
、
総
務
省
等
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯

構
成
や
銀
行
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を
照

会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

家
族
や
各
相
談
窓
口
に
、
す
ぐ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

□問
草
加
警
察
署
生
活
安
全
課
�
９４３
・
０
１

１
０
、
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
�

０４８
・
８２２
・
９
１
１
０
ま
た
は
＃
９
１
１
０ 

 

さ
く
ら
カ
ー
ド
が
変
わ
り
ま
す 

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
ご
利
用
の
さ
く
ら
カ

ー
ド
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効
期
限
は
今
年

の
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た

カ
ー
ド
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

期
限
内
に
ポ
イ
ン
ト
を
加
算
し
て
満
点
カ

ー
ド
と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
４
月
１
日
か
ら
は
新
カ
ー
ド
（
黄

緑
色
）
に
な
り
ま
す
。 

□問
さ
く
ら
カ
ー
ド
会
事
務
局
（
八
潮
市
商

工
会
内
）
�
９９６
・
１
９
２
６ 

       

駐
車
監
視
員
の
活
動
エ
リ
ア
拡
大 

　
草
加
警
察
署
駐
車
監
視
員
に
よ
る
巡
回

活
動
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

□場
谷
塚
駅
東
口
周
辺 

※
草
加
駅
お
よ
び
松
原
団
地
駅
周
辺
等
も
、

引
き
続
き
監
視
員
が
巡
回
し
ま
す
。 

□内
放
置
車
両
の
確
認
お
よ
び
標
章
の
取
り

付
け 

□問
草
加
警
察
署
交
通
課
�
９４３
・
０
１
１
０ 

 

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る
疾

病
の
補
償
・
救
済 

　
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
が
、
平

成
２４
年
３
月
２７
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権

利
が
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
方
に
も
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。 

□問
▼
特
別
遺
族
給
付
金
・
労
災
保
険
制
度

に
つ
い
て
＝
埼
玉
労
働
局
労
災
補
償
課
�

０４８
・
６００
・
６
２
０
７
、
春
日
部
労
働
基
準

監
督
署
�
０４８
・
７３５
・
５
２
２
６
▼
対
象
外

と
な
る
方
の
救
済
に
つ
い
て
＝
独
立
行
政

法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
�
０
１
２
０
・

３８９
・
９３１
 

 

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会 

〜
い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜 

□日
２
月
１１
日
�
　
午
前
１０
時
〜
４
時 

□場
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー 

□内
面
談
相
談
の
ほ
か
、
電
話
相
談
も
開
催

し
ま
す
。 

相
談
専
用
電
話 

�
０４８
・
８７２
・
８
０
５
５（
当

日
の
み
通
話
可
） 

□申
面
談
希
望
の
方
は
２
月
９
日
、
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
埼
玉
司
法
書
士
会
（
�

０４８
・
８６３
・
７
８
６
１
）
へ 

　地球温暖化を食い止めるには、皆さんの取り組み
が重要なカギを握っています。 
　温暖化対策は一人ひとりが主役です。身の回りの
できることから、冬のライフスタイルに取り組みま
しょう。 

冬のライフスタイル 
□日３月２０日まで 
●カーディガンやベストなどを重ね着したり、暖か
い下着を着るなど、暖かく過ごす工夫をして暖房温
度を適温（２０度以下）に設定しましょう。 
●こまめな消灯、電源オフなど、身近な省エネ活動
をお願いします。 
●年末・年始のお買い物はマ 
イバッグを持参しましょう！ 

冬のエコライフＤＡＹ 
□日３月２０日まで 
□内「この日は、一日環境によ 
いことをしよう」と決めて、「エコライフＤＡＹ」
に挑戦してみませんか。省エネ・省資源の成果をチ
ェックシートで把握していただきます。 
　自治会、学校、団体、企業単位または個人で、県
のホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/A09/
BE00/ecolifeDAY.html）から参加できます。 
 
□問県温暖化対策課�０４８－８３０－３０３３ 

～あなたが主役！部屋と地球の温度管理～ 

　
長
年
に
わ
た
り
、
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
理
事
と
し
て
、

消
防
の
発
展
充
実
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

大
木
　
一
也
さ
ん 〈

八
潮
四
丁
目
〉 

 

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
地
区
消
防
関
係
団
体
の
役

員
と
し
て
消
防
の
発
展
充
実
に

寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

織
田
　
正
義
さ
ん 

〈
木
曽
根
〉 

渋
谷
　
敏
男
さ
ん 〈

八
潮
二
丁
目
〉 

榮
　
　
實
さ
ん 

〈
木
曽
根
〉 

埼
玉
県
自
治
体
消
防 

60
周
年
記
念
表
彰 

　八潮市オウム真理教対策協議会（会長＝広
沢昇市議会議長）では、１２月２０日（土）、教
団の早期退去を求める抗議行動を行いました。 
　これは、オウム真理教団（現アレフ）の拠
点施設である市内の大瀬施設で、在家信者を
中心としたセミナーが開催されるなど、依然
教団の活動が活発な状況から抗議行動を行っ
たもので、当日は、協議会関係者を始め、町会・
自治会から市民約２００人が参加されました。 
　教団施設前では、オウム真理教反対のシュ
プレヒコールを行い、教団の撤去および解散
を求める要請書を教団側へ手渡しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□問交通防災課�○内３０５ 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。 
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